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　【目的】　繊維の紫外線劣化については従来より多くの報告が見られるが、繊維の微細
構造の関連において議論している例は殆ど見られない。本研究ではこの点を明確にする目
的で、延伸倍率を変えることにより微細構造を変化させた試料に紫外線を照射し、その影
響を検討する事を試みた。
　【方法】　試料はナイロン６モノフィラメントの３倍延伸および４倍延伸試料を用いた。
紫外線照射は水銀ランプを使用し、0～480時間程度照射を行った。引張試験は、引張速
度lOmm/niin、試料長lOOmmで20℃－65％R H下で行った。
　【結果】　紫外線照射試料の強伸度は未照射試料の曲線に沿って低下し、初期弾性率に
は殆ど影響を及ぼさない。各照射時間における破断強度をそれぞれワイブルプロットで整
理したところ、照射試料のワイブルプロットは未照射試料のそれを低強度側に平行移動さ
せたものとなり、少なくともこの照射範囲では破断機構に変化を生じていないと考えられ
る。電子顕微鏡観察によれば、紫外線照射時間と共に試料表面のクラック発生の増加が認
められるが、上述のような破断強度分布の同質性から、照射による切断強伸度低下の直接
的な原因はクラックによるものではないと推論した。このことを踏まえ、川口1 >の提案し
たモデルに従い、強伸度曲線の高伸度側の領域は非晶域の分子鎖の網目を構成する結合点
のうち。比較的強固な結合点の滑りを反映すると考えれば、紫外線はまずより強い結合点
から順に破壊すると推測される。　また、３倍延伸試料と４倍延伸試料では後者の方が劣化
が早い。延伸倍率が大きいと、延伸操作の過程でより強固な結合点が発生すると考えれば、
この結果も上述の推測を支持するものといえよう。
1）川口、材料試験、8, 289（1959）
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目的　著者らは、これまでにポリアミド繊維の吸着水の挙動について、等温吸着曲線や

陪RにおけるＴＩ測定、示差熱分析などによる検討を行ってきた。
　本研究では、吸湿が繊維の物性にどのような変化をもたらすかを強伸度挙動を中心に、
等温吸着曲線などの結果と比較検討し、さらに、幾つかの処理によって微細構造を変えた
試料を用い、吸湿の物性変化に対する影響を構造的な因子と結びつけることを試みた。
方法　乾熱、熱水、染色処理を行ったポリアミド繊維（ナイロン６市販マルチフィラメン
ト糸、各延伸モノフィラメント糸、絹マルチフィラメント糸、羊毛マルチフィラメント糸
を用意した。各試料について、等温吸着測定、T 1 測定などとといくつかの環境条件下に

おいて引っ張り試験をおこなった。
結果　ナイロン６繊維における各処理の等温吸着曲線は、熱水処理を施した試料よりも未
処理試料の方が高い水分吸着量を示し、延伸倍率の違いによる差はほとんど無かった。熱
水処理試料では、非晶領域が高凝集域と低凝集域とに二極化するとされているので、熱水
処理試料における吸水量減少は低凝集域の相対的減少を示唆するものと考えられる。未処
理および熱水処理試料の強伸度曲線を相対湿度30%と60%で求めたところ、前者にくらべ
て後者の変化が大きく、高相対湿度における高凝集域での吸湿が強伸度挙動に大きく影響

すると考察した。
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